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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 3,955 △43.3 △676 ― △727 ― △750 ―

21年3月期第2四半期 6,979 ― 111 ― 128 ― 97 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △70.84 ―

21年3月期第2四半期 9.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 15,861 9,302 58.6 878.43
21年3月期 17,278 9,989 57.8 943.27

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  9,302百万円 21年3月期  9,989百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 10.00 ― 5.00 15.00
22年3月期 ― 5.00

22年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,600 △11.6 △680 ― △700 ― △700 ― △66.10
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等につきましては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 
３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 1社 （社名 ジェム静岡(株) ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 10,604,880株 21年3月期  10,604,880株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  15,011株 21年3月期  15,011株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 10,589,869株 21年3月期第2四半期 10,590,141株
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当第２四半期連結累計期間における当社グループの主たる事業分野である半導体市場は、各国の景気刺

激策によって、薄型テレビに代表される民生用機器などの需要が増加したため、半導体メーカー各社の業

績は改善方向に進みましたが、個人消費の弱含みなど本格的な景気回復に至らない状況で推移しました。

 このような事業環境のもと、メモリーＩＣ向けは、フラッシュメモリー向けのＶタイププローブカード

の拡販継続、ロジックＩＣ向けにつきましてはＣタイププローブカードの拡販などにより売上確保を行

い、また開発を継続していましたＭＥＭＳ技術を用いたＭタイププローブカードにつきましても、メモリ

ーＩＣ向け製品であるＭＣシリーズの量産を開始しました。しかしながら完全な需要回復に至らなかった

ことや、より強さを増した価格低下圧力によって、本格的な売上回復には至らず、当初の予定どおり厳し

い結果に終わりました。 

 利益面につきましても、売上確保による改善はみられましたが、本格的な売上回復に至らなかったた

め、厳しい結果に終わりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は39億５千５百万円（前年同期比43.3％減）、営業損

失は６億７千６百万円（前年同期は営業利益１億１千１百万円）、経常損失は７億２千７百万円（前年同

期は経常利益１億２千８百万円）、四半期純損失は７億５千万円（前年同期は四半期純利益９千７百万

円）となりました。 

  

(1) 財政状態の分析 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ14億１千７百万円減少し、158

億６千１百万円となりました。 

 これは主として、有価証券が11億５千３百万円減少したこと等によるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ７億３千万円減少し、65億５千８百万円となりました。 

 これは主として、支払手形及び買掛金が２億７千５百万円、社債が10億円増加いたしましたが、短期

借入金が10億８百万円、その他の流動負債が10億３千６百万円減少したこと等によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ６億８千６百万円減少し、93億２百万円となりました。 

 これは主として、為替換算調整勘定が１億２百万円増加いたしましたが、利益剰余金が８億３百万円

減少したこと等によるものであります。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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(2) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、58億４千８万円

減少し、当第２四半期連結累計期間末には13億３千万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、４億４千５百万円（前年同期は

４億９千３百万円増加）となりました。 

 これは主として、減価償却費４億２千８百万円等による増加要因があったものの、税金等調整前四

半期純損失７億２千７百万円等による減少要因があったことによります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、53億１百万円（前年同期比

478.5％増）となりました。 

 これは主として、有価証券の売却による収入13億１百万円等による増加要因があったものの、有価

証券の取得44億３千７百万円、定期預金の預入19億３千７百万円等による減少要因があったことによ

ります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、１億３千万円（前年同期比

24.1％増）となりました。 

 これは主として、短期借入れによる収入25億円、社債の発行による収入10億円による増加要因があ

ったものの、短期借入金の返済による支出35億８百万円、配当金の支払額５千２百万円等による減少

要因があったことによります。 

  

平成21年５月14日に公表した業績予想に変更ありませんが、事業環境は引き続き不透明であり、今後の

動向により業績に影響を及ぼす場合には速やかに開示いたします。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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連結除外：ジェム静岡㈱ 

当社は、平成21年４月１日付で当社100％出資の連結子会社であったジェム静岡㈱を吸収合併したた

め、第１四半期連結会計期間より同社を連結の範囲から除外しております。 

  
  

（簡便な会計処理） 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を一部省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。また、前連結会計年度末以降に経営

環境等、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められる場合には、前連結会計年度において

使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する

方法によっております。 

  
  

該当事項はありません。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,291 3,347

受取手形及び売掛金 3,653 3,327

有価証券 3,320 4,473

商品及び製品 70 99

仕掛品 251 248

原材料及び貯蔵品 569 590

その他 445 731

貸倒引当金 △2 △6

流動資産合計 11,598 12,812

固定資産   

有形固定資産 2,988 3,196

無形固定資産 397 355

投資その他の資産   

その他 877 914

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 876 913

固定資産合計 4,262 4,465

資産合計 15,861 17,278
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,396 1,120

短期借入金 2,491 3,500

1年内償還予定の社債 200 －

1年内返済予定の長期借入金 99 99

賞与引当金 5 7

その他 419 1,455

流動負債合計 4,612 6,183

固定負債   

社債 800 －

長期借入金 342 392

役員退職慰労引当金 449 465

その他 353 248

固定負債合計 1,946 1,106

負債合計 6,558 7,289

純資産の部   

株主資本   

資本金 983 983

資本剰余金 1,202 1,202

利益剰余金 7,631 8,434

自己株式 △15 △15

株主資本合計 9,802 10,605

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △5 △19

為替換算調整勘定 △494 △596

評価・換算差額等合計 △499 △616

純資産合計 9,302 9,989

負債純資産合計 15,861 17,278
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 6,979 3,955

売上原価 4,924 3,267

売上総利益 2,054 687

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 405 326

役員退職慰労引当金繰入額 9 5

研究開発費 793 534

貸倒引当金繰入額 0 －

その他 733 496

販売費及び一般管理費合計 1,942 1,363

営業利益又は営業損失（△） 111 △676

営業外収益   

受取利息 20 27

その他 24 29

営業外収益合計 44 57

営業外費用   

支払利息 － 24

持分法による投資損失 7 39

たな卸資産廃棄損 8 －

為替差損 5 9

社債発行費 － 22

その他 6 13

営業外費用合計 28 108

経常利益又は経常損失（△） 128 △727

特別損失   

投資有価証券評価損 6 －

特別損失合計 6 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

122 △727

法人税、住民税及び事業税 102 4

法人税等還付税額 － △8

法人税等調整額 △77 27

法人税等合計 25 22

四半期純利益又は四半期純損失（△） 97 △750
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

122 △727

減価償却費 530 428

売上債権の増減額（△は増加） 288 △309

たな卸資産の増減額（△は増加） △17 62

仕入債務の増減額（△は減少） 108 272

その他 △215 49

小計 816 △224

利息及び配当金の受取額 21 24

利息の支払額 △0 △19

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △344 94

事業構造改善費用の支払額 － △320

営業活動によるキャッシュ・フロー 493 △445

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △148 △4,437

有価証券の売却による収入 163 1,301

有形固定資産の取得による支出 △580 △249

有形固定資産の売却による収入 0 1

投資有価証券の取得による支出 △37 △6

投資有価証券の売却による収入 3 1

貸付けによる支出 △28 △0

貸付金の回収による収入 1 17

定期預金の預入による支出 △37 △1,937

定期預金の払戻による収入 65 42

信託受益権の取得による支出 △478 △263

信託受益権の償還による収入 193 206

その他の支出 △38 △13

その他の収入 4 35

投資活動によるキャッシュ・フロー △916 △5,301

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 150 2,500

短期借入金の返済による支出 △150 △3,508

長期借入金の返済による支出 － △49

社債の発行による収入 － 1,000

配当金の支払額 △105 △52

リース債務の返済による支出 － △19

財務活動によるキャッシュ・フロー △105 △130

現金及び現金同等物に係る換算差額 △34 29

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △562 △5,848

現金及び現金同等物の期首残高 4,257 7,179

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,694 1,330
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該当事項はありません。 

  

  

  

該当事項はありません。 

  
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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